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呉
越
国
（
九
〇
七
年 

― 

九
七
八
年
）
は
中
国
・
五
代
十
国
時
代
に
現
在
の
杭
州

を
中
心
に
浙
江
省
と
江
蘇
省
の
一
部
を
支
配
し
た
国
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
初
代

国
王
銭
鏐
の
子
孫
一
族
で
あ
り
、
現
在
な
お
中
国
は
じ
め
世
界
に
多
く
の
す
ぐ
れ

た
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
呉
越
銭
氏
一
族
の
間
に
伝
わ
る
『
銭
氏
家
訓
』
の
日
本

語
訳
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
現
代
に
活
躍
す
る
呉
越
銭
氏
の
子
孫
達
に
つ
い
て

　

＊
銭
鉄
民
、
銭
志
仁
著
「『
銭
氏
家
訓
』
解
読　

引
言
」

（『
呉
越
銭
氏
』
第
二
期
二
○
○
九
年
八
月
）
よ
り
訳
出

　

先
ご
ろ
、
銭
氏
一
族
に
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ

は
、
昨
年
（
二
○
○
八
年
）
十
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
室
科
学
院
に
よ
っ
て
、

三
名
の
科
学
者
の
二
○
○
八
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受
賞
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ

の
一
人
が
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
科
学
者
銭
永
健
氏（

１
）で
あ
っ
た
。
彼
は
、
緑
色
蛍

光
タ
ン
パ
ク
質
の
分
野
の
研
究
に
優
れ
た
貢
献
を
し
、「
細
胞
生
物
学
と
神
経
生

物
学
」
の
分
野
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
と
評
さ
れ
た
。
彼
は
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の

下
村
脩
と
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
チ
ャ
ル
フ
ィ
ー
、
と
共
に
、
一
千
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

（
お
よ
そ
一
四
〇
万
ド
ル
）の
賞
金
を
分
け
た
。ま
た
復
旦
大
学
教
授
の
銭
文
忠
は
、

　
『
銭
氏
家
訓
』
試
訳

　
　
　
　

　
　

『
呉
越
銭
氏
』
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て　

　

池

澤

滋

子

二
〇
〇
九
年
の
中
央
電
視
台
の
『
百
人
の
講
師
に
よ
る
講
義
』
と
い
う
番
組
の
そ

の
年
の
初
回
に
登
壇
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
彼
は
「『
三
字
経（

２
）』
の
解
読
」
を
行

い
、
同
名
の
書
が
民
主
法
制
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
初
版
で
一
〇
〇
万
部
が
出

回
り
、
国
内
四
番
目
の
「
百
万
部
を
売
り
上
げ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
」
と
な
っ

た
。
い
ず
れ
も
銭
氏
一
族
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
く
誇
ら
し
い
で
き
ご
と
で
あ
る
。

銭
王
三
十
四
世
の
子
孫
で
あ
る
銭
永
健
氏
は
、
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
自
分

の
職
業
選
択
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
銭
家
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
よ
う
運
命
づ
け
ら
れ
て
、
こ
の
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。」「
こ
の
仕
事
」

と
は
文
化
、
科
学
教
育
を
指
し
て
い
る
。
銭
永
健
氏
の
一
家
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た

科
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
父
の
従
弟
は
科
学
界
の
権
威
、
銭
学
森
氏
で
あ
り
、

尊
父
銭
学
榘
氏
は
ア
メ
リ
カ
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
叔
父
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
工
学
部
教
授
で
あ
り
、
兄
の
銭
永
佑
は
著
名
な
神
経

科
学
者
で
あ
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
生
理
学
部
の
学
部
長
を
務
め
た
こ
と

も
あ
る
。
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
に
と
っ
て
最
も
競
争
が
激
し
い

奨
学
金
で
あ
る
ロ
ー
ド
ス
・
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ

プ
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
九
〇
年
代
に
は
そ
ろ
っ
て
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会

員
と
な
っ
た
。
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銭
氏
一
族
は
五
代
の
呉
越
国
王
銭
鏐
に
始
ま
り
、
そ
の
後
宋
に
帰
順
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
一
族
は
繁
栄
し
、
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
歴
史
書
に
は
宋
代

三
百
年
間
「
銭
氏
一
族
で
朝
廷
に
在
籍
す
る
者
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
お
り
、
才

能
を
も
っ
て
称
さ
れ
た
者
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

清
代
の
三
元
状
元
（
郷
試
、
会
試
、
殿
試
の
首
席
）
の
銭
棨
も
、
誠
に
一
族
の
誇

り
で
あ
る
。
こ
と
に
現
代
に
お
い
て
は
、
国
家
や
地
方
、
世
界
や
中
国
国
内
に
お

い
て
、
優
れ
た
功
績
を
あ
げ
、
大
き
な
貢
献
を
し
た
人
々
は
大
変
に
敬
わ
れ
て
い

る
。
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
の
四
名
の
副
主
席
（
銭
学
森
、銭
偉
長
、銭
昌
照
、

銭
正
英
）
や
、
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
著
名
な
科
学
者
「
三
銭
（
銭
学
森
、

銭
偉
長
、
銭
三
強
）」、
中
国
の
両
院
（
中
国
科
学
院
と
中
国
工
程
院
）
の
十
四
人

の
メ
ン
バ
ー
、
世
に
称
え
ら
れ
る
国
学
の
巨
匠
（
銭
玄
同
、
銭
基
博
、
銭
穆
、
銭

鐘
書
）
等
は
皆
世
界
に
名
を
知
ら
れ
た
国
際
的
学
者
で
あ
る
。

　

銭
氏
子
孫
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
数
の
著
名
人
を
輩
出
し
て
い
る
の
か
。
多
く

の
人
々
が
銭
氏
一
族
に
は
秘
密
の
書
や
奥
義
が
あ
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
る
。
銭
氏

一
族
で
科
学
者
の
銭
偉
長
、
銭
鐘
韓
は
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
た
際
、
二
人
と

も
偶
然
「
銭
氏
の
貴
重
な
遺
産
–『
銭
氏
家
訓
』
に
依
っ
た
」
と
述
べ
た
。
ま
こ

と
に
、『
銭
氏
家
訓
』
は
一
族
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
も
し
銭
氏
一
族
の

繁
栄
、
人
材
の
輩
出
を
保
障
す
る
秘
密
の
書
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
な
わ

ち
銭
氏
一
族
に
伝
わ
る
家
宝
『
銭
氏
家
訓
』
で
あ
ろ
う
。

　

始
祖
呉
越
王
銭
鏐
は
家
庭
教
育
を
重
視
し
、
晩
唐
五
代
の
乾
化
二
年

（
九
一
二
）
正
月
に
『
武
肅
王
八
条
』
を
、
の
ち
長
興
三
年
（
九
三
二
）
臨
終
の

前
に
多
く
の
子
孫
達
に
『
武
肅
王
遺
訓
』
十
項
目
を
遺
し
た
。
そ
し
て
「
家
風
を

紹
続
し
、
礼
教
を
宣
明
す
（
家
風
を
継
承
し
、
礼
教
を
重
ん
ず
る
家
で
あ
る
こ
と

を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
）」
こ
と
を
た
び
た
び
強
調
し
た
。
そ
れ
か
ら
千
年
の
蓄

積
と
補
完
を
経
て
、
銭
氏
の
子
孫
達
は
銭
王
の
平
素
の
言
動
や
歴
代
の
先
祖
の
教

え
や
戒
め
を
記
録
整
理
し
て
『
銭
氏
家
訓
』
に
帰
納
し
、
代
々
伝
え
て
家
風
を
盛

ん
に
し
た
。

　
『
銭
氏
家
訓
』
は
短
く
、
た
っ
た
六
三
五
文
字
で
あ
る
が
、
内
容
は
深
く
、
豊

か
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
一
族
を
繁
栄
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
恩
恵
は

今
日
ま
で
続
き
、
未
来
へ
も
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
七
年
に
『
銭
氏
家
訓
』
は
無
錫
市
文
化
局
に
よ
っ
て
「
無
錫
歴
史
文
化

遺
産
研
究
」
の
十
項
目
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。

二
、『
銭
氏
家
訓
』
訳（

３
）

個
人

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

心
術
不
可
得
罪
于
天
地
、
言
行
皆
当
無
愧
于
聖
賢
。

　
（
心
術
は
罪
を
天
地
に
得
可
か
ら
ず
、
言
行
は
皆
当
に
聖
賢
に
愧
づ
る
こ
と
無

か
る
べ
し
。）

　
【
訳
】
人
間
は
、
そ
の
考
え
や
謀
り
事
が
天
地
の
法
則
に
悖
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
言
動
や
行
為
が
聖
人
賢
人
に
恥
じ
る
も
の
で
は
い
け
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

曾
子
之
三
省
勿
忘
。
程
子
之
四
箴
宜
佩
。

　
（
曾
子
の
三
省　

忘
る
る
こ
と
勿
か
れ
。
程
子
の
四
箴　

宜
し
く
佩
ぶ
べ
し
。）

　
【
訳
】
曾
子
（
孔
子
の
弟
子
曾
参
）
の
「
一
日
に
三
省
す
」
の
教
え
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
程
子
（
宋
代
の
理
学
家
程
頤
）
が
記
し
た
四
つ
の
戒
め
の
文
「
視

箴
・
聴
箴
・
言
箴
・
動
箴
」
を
敬
い
、
実
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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【
原
文
（
訓
読
）】

　

持
躬
不
可
不
謹
厳
。
臨
財
不
可
不
廉
介
。

　
（
躬
を
持
す
る
こ
と
謹
厳
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
財
に
臨
む
に
廉
介
な
ら
ざ
る

可
か
ら
ず
。）

　
【
訳
】
自
ら
に
対
し
て
は
、
慎
重
で
厳
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
物
に
対

し
て
は
清
廉
で
正
直
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

処
事
不
可
不
決
断
。
存
心
不
可
不
寛
厚
。

　
（
事
を
処
す
る
に
決
断
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
心
を
存
す
る
こ
と
寛
厚
な
ら
ざ
る

可
か
ら
ず
。）

　
【
訳
】
物
事
に
対
処
す
る
と
き
に
は
果
断
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
に
対
す

る
時
に
は
寛
容
で
丁
寧
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

尽
前
行
者
地
歩
窄
、
向
後
后
看
者
眼
界
寛
。

　
（
前
行
を
尽
く
す
者
は
地
歩
窄
し
、
後
ろ
を
向
い
て
看
る
者
は
眼
界
寛
し
。）

　
【
訳
】
前
ば
か
り
見
て
歩
く
も
の
は
、
視
野
も
狭
く
な
る
。
後
ろ
を
振
り
返
る

者
は
見
識
が
広
く
な
る
。

　
【
原
文
】

　

花
繁
柳
密
処
撥
得
開
、
方
見
手
段
。
風
狂
雨
驟
時
立
得
定
、
才
是
脚
跟
。

　
（
花
繁
り
柳
密
な
る
処
に
撥
し
得
て
開
く
に
、
方
に
手
段
を
見
は
す
。
風
狂
ひ

雨
驟

あ
つ
まる
時　

立
つ
を
得
て
定
む
れ
ば
、
才
に
是
れ
脚
跟
た
り
。）

　
【
訳
】
花
が
群
れ
て
咲
き
、
柳
が
隙
間
な
く
生
い
茂
る
所
に
道
を
開
く
こ
と
が

で
き
て
こ
そ
、
才
能
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
荒
れ
狂
う
風
雨
の
中
で
ち
ゃ
ん
と

立
っ
て
い
ら
れ
て
こ
そ
足
元
が
し
っ
か
り
と
固
ま
り
、
立
場
も
堅
固
な
も
の
に
な

る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

能
改
過
則
天
地
不
怒
、
能
安
分
則
鬼
神
無
権
。

　
（
能
く
過
ち
を
改
む
れ
ば
則
は
ち
天
地
怒
ら
ず
、
能
く
分
に
安
ん
ず
れ
ば
則
は

ち
鬼
神
権い

き
おひ
無
し
。）

　
【
訳
】
過
ち
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
天
地
の
怒
り
は
な
か
ろ
う
。
本
分
を

守
れ
ば
鬼
神
も
手
が
出
せ
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

読
経
伝
則
根
柢
深
、
看
史
鑑
則
議
論
偉
。

　
（
経
伝
を
読
め
ば
則
は
ち
根
柢
深
し
、
史
鑑
を
看
れ
ば
則
は
ち
議
論
偉
な
り
。）

　
【
訳
】
経
と
伝
と
を
熟
読
す
れ
基
礎
が
し
っ
か
り
と
し
、
史
籍
を
読
め
ば
見
識

が
高
く
な
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

能
文
章
則
称
述
多
、
蓄
道
徳
則
福
報
厚
。

　
（
文
章
を
能
く
す
れ
ば
則
は
ち
称
述
多
し
、
道
徳
を
蓄
え
れ
ば
則
は
ち
福
報
厚

し
。

　
【
訳
】
文
章
に
長
ず
れ
ば
著
作
が
豊
富
に
な
り
、
道
徳
を
蓄
え
れ
ば
多
く
の
よ

い
報
い
が
あ
る
。
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家
庭

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

欲
造
優
美
之
家
庭
、
須
立
良
好
之
規
則
。

　
（
優
美
の
家
庭
を
造
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、須
か
ら
く
良
好
の
規
則
に
立
つ
べ
し
。）

　
【
訳
】
幸
福
で
立
派
な
家
庭
を
作
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
必
ず
妥
当
で
健
全

な
き
ま
り
に
則
る
べ
き
で
あ
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

内
外
門
閭
整
潔
、
尊
卑
次
序
謹
厳
。

　
（
内
外
の
門
閭
は
整
潔
た
れ
、
尊
卑
の
次
序
は
謹
厳
た
れ
。）

　
【
訳
】
外
の
通
路
や
室
内
を
整
え
て
清
潔
に
保
ち
、
長
幼
の
別
を
厳
し
く
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

父
母
伯
叔
孝
敬
歓
愉
、
妯
娌
弟
兄
和
睦
友
愛
。

　
（
父
母
伯
叔
は
孝
敬
し
歓
愉
た
れ
。
妯
娌
弟
兄
は
和
睦
し
友
愛
た
れ
。）

　
【
訳
】
父
母
や
叔
父
叔
母
を
敬
い
喜
ば
せ
、
嫁
同
士
兄
弟
同
士
は
仲
睦
ま
じ
く

せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

祖
宗
雖
遠
、
祭
祀
宜
誠
。
子
孫
雖
愚
、
詩
書
須
読
。

　
（
祖
宗
は
遠
し
と
雖
も
、
祭
祀
は
宜
し
く
誠
に
す
べ
し
。
子
孫
は
愚
か
な
り
と

雖
も
、
詩
書
は
須
か
ら
く
読
む
べ
し
。）

　
【
訳
】
遠
い
祖
先
で
も
、
必
ず
敬
虔
に
祭
る
べ
き
だ
。
愚
鈍
な
子
孫
に
も
必
ず

経
学
を
学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

娶
媳
求
淑
女
、
勿
計
粧
匳
。
嫁
女
択
佳
婿
、
勿
慕
富
貴
。

　
（
媳
を
娶
る
に
は
淑
女
を
求
め
、
粧
匳
を
計
る
こ
と
勿
か
れ
。
女
を
嫁
が
せ
る

に
は
佳
婿
を
択
び
、
富
貴
を
慕
ふ
こ
と
勿
か
れ
。）

　
【
訳
】
嫁
を
取
る
時
に
は
、
品
徳
の
優
れ
た
女
性
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
外
見

で
決
め
て
は
い
け
な
い
。
嫁
に
や
る
時
に
は
優
れ
た
才
能
と
徳
を
持
っ
た
婿
を
選

ぶ
べ
き
で
あ
り
、
財
産
に
惹
か
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

家
富
提
携
宗
族
、
置
義
塾
与
公
田
、
歳
飢
賑
済
親
朋
、
籌
仁
漿
与
義
粟
。

　
（
家　

富
め
ば
宗
族
を
提
携
し
、
義
塾
と
公
田
と
を
置
き
、
歳　

飢
へ
れ
ば
親

朋
を
賑
済
し
、
仁
漿
と
義
粟
と
を
籌
る
べ
し
。）

　
【
訳
】
家
が
富
め
ば
一
族
を
助
け
、
無
料
の
学
校
や
共
有
の
田
畑
を
経
営
し
、

飢
饉
の
年
に
は
親
戚
や
友
人
を
助
け
、
分
配
す
る
食
料
を
準
備
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

勤
倹
為
本
、
自
必
豊
亨
。
忠
厚
伝
家
、
乃
能
長
久
。

　
（
勤
倹
を
本
と
為
せ
ば
、
自
ら
必
ず
豊
亨
た
り
。
忠
厚
を
家
に
伝
は
れ
ば
、
乃

は
ち
能
く
長
久
な
ら
ん
。）

　
【
訳
】
勤
勉
と
節
約
を
基
本
と
す
れ
ば
、
自
然
と
豊
か
に
な
る
。
忠
義
を
尽
く

す
家
風
を
伝
え
て
い
け
ば
、
一
族
は
長
く
繁
栄
す
る
。

社
会

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

信
交
朋
友
、
恵
普
郷
隣
。
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（
信
も
て
朋
友
と
交
は
り
、
恵
も
て
郷
隣
に
普
ね
く
せ
ん
。）

　
【
訳
】
友
と
交
わ
る
時
は
誠
実
さ
を
旨
と
し
、
広
く
郷
里
の
人
々
に
恩
恵
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

恤
寡
矜
孤
、
敬
老
懐
幼
。

　
（
寡
を
恤
れ
み
孤
を
矜
れ
み
、
老
を
敬
ま
い
幼
を
懐お

も

へ
。）

　
【
訳
】
寡
婦
や
孤
児
を
を
憐
れ
み
、
老
人
に
尊
敬
を
払
い
子
供
を
大
切
に
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

救
災
賙
急
、
排
難
解
紛
。

　
（
災
を
救
ふ
は
急
を
賙あ

ま
ねく
し
、
難
を
排
す
る
は
紛
を
解
か
ん
。）

　
【
訳
】
災
害
の
救
済
に
は
急
を
要
す
る
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
危
難
を
脱
す
る
に

は
も
め
事
を
仲
裁
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

修
橋
路
以
利
人
行
、
造
河
船
以
済
衆
渡
。

　
（
橋
路
を
修
め
て
以
て
人
行
に
利
し
、
河
船
を
造
り
て
以
て
衆
渡
を
済
は
ん
。）

　
【
訳
】
橋
を
か
け
、
道
路
を
整
え
て
通
行
を
便
利
に
し
、
船
を
造
っ
て
川
を
渡

る
の
を
便
利
に
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

興
啓
蒙
之
義
塾
、
設
積
穀
之
社
倉
。

　
（
啓
蒙
の
義
塾
を
興
し
、
積
穀
の
社
倉
を
設
け
よ
。）

　
【
訳
】
初
等
教
育
を
行
う
無
料
の
学
校
を
設
立
し
、
災
害
救
援
の
た
め
の
民
間

の
食
料
倉
庫
を
設
け
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

私
見
尽
要
鏟
除
、
公
益
概
行
提
倡
。

　
（
私
見
は
尽
く
鏟
除
を
要
し
、
公
益
は
概
ね
提
倡
を
行
へ
。）

　
【
訳
】
個
人
的
な
偏
見
を
除
去
し
、
公
益
な
ら
ば
積
極
的
に
施
行
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

不
見
利
而
起
謀
、
不
見
才
而
生
嫉
。

　
（
利
を
見
て
謀
を
起
こ
さ
ず
、
才
を
見
て
嫉
み
を
生
ぜ
ず
。）

　
【
訳
】
利
益
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
他
人
の
才
能
に
嫉
妬
し
て

は
い
け
な
い
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

小
人
固
当
遠
、
断
不
可
顕
為
仇
敵
。
君
子
固
当
親
、
亦
不
可
曲
為
附
和
。

　
（
小
人
は
固
よ
り
当
に
遠
ざ
く
べ
く
も
、
断
じ
て
顕
ら
か
に
仇
敵
を
為
す
可
か

ら
ず
。君
子
は
固
よ
り
当
に
親
し
む
べ
し
、亦
た
曲
げ
て
附
和
を
為
す
可
か
ら
ず
。）

　
【
訳
】
小
人
と
は
当
然
距
離
を
置
く
べ
き
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
公
然
と
敵
対

し
て
は
い
け
な
い
。
君
子
と
は
当
然
親
し
く
交
際
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
原
則
を

曲
げ
て
付
和
雷
同
し
て
は
い
け
な
い
。

国
家

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

執
法
如
山
、
守
身
如
玉
、
愛
民
如
子
、
去
蠹
如
仇
。

　
（
法
を
執
る
こ
と
山
の
如
く
、
身
を
守
る
こ
と
玉
の
如
く
、
民
を
愛
す
る
こ
と
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子
の
如
く
、
蠹
を
去
る
こ
と
仇
の
如
く
せ
よ
。）

　
【
訳
】
法
は
山
の
よ
う
に
揺
る
ぎ
な
く
執
行
せ
よ
、
節
操
は
し
っ
か
り
と
守
り

玉
の
よ
う
に
わ
ず
か
な
傷
も
無
い
よ
う
に
せ
よ
。
民
は
我
が
子
の
よ
う
に
愛
し
、

悪
人
は
仇
敵
の
よ
う
に
憎
ん
で
除
去
せ
よ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

厳
以
馭
役
、
寛
以
恤
民
。

　
（
厳
を
以
て
役
を
馭
せ
、
寛
を
以
て
民
を
恤あ

は
れめ
。）

　
【
訳
】
部
下
を
働
か
せ
る
に
は
厳
格
さ
を
も
っ
て
あ
た
り
、
民
を
い
つ
く
し
む

に
は
寛
容
さ
を
も
っ
て
あ
た
れ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

官
肯
着
意
一
分
、
民
受
十
分
之
恵
。
上
能
喫
苦
一
点
、
民
沾
万
点
之
恩
。

　
（
官　

肯
へ
て
一
分
に
着
意
せ
ば
、
民　

十
分
の
恵
を
受
け
ん
。
上　

能
く
苦

一
点
を
喫
せ
ば
、
民　

万
点
の
恩
に
沾う

る
おは
ん
。）

　
【
訳
】
官
吏
が
少
し
気
づ
か
い
を
す
れ
ば
、
民
は
多
く
の
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
君
王
が
少
し
我
慢
を
す
れ
ば
、
民
は
多
く
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

利
在
一
身
勿
謀
也
、
利
在
天
下
者
必
謀
之
。
利
在
一
時
固
謀
也
、
利
在
万
世
者

更
謀
之
。

　
（
利
の
一
身
に
在
る
を
謀
る
勿
か
れ
、
利
の
天
下
に
在
る
者
は
必
ら
ず
之
を
謀

れ
。
利
の
一
時
に
在
る
は
固
よ
り
謀
れ
、
利
の
万
世
に
在
る
者
は
更
に
之
を
謀

れ
。）

　
【
訳
】
自
分
だ
け
の
利
益
な
ら
そ
れ
は
追
求
し
て
は
い
け
な
い
。
万
民
の
利
益

に
な
る
な
ら
ば
、
追
求
せ
よ
。
一
時
の
利
益
で
あ
っ
て
も
追
求
す
べ
き
だ
が
、
長

い
歳
月
に
わ
た
っ
て
利
益
が
得
ら
れ
る
も
の
な
ら
な
お
さ
ら
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

大
智
興
邦
、
不
過
集
衆
思
。
大
愚
誤
国
、
隻
為
好
自
用
。

　
（
大
智　

邦
を
興
す
は
、
衆
思
を
集
む
る
に
過
ぎ
ず
。
大
愚　

国
を
誤
つ
る
は
、

隻
だ
好
ん
で
自
用
す
る
為
め
な
り
。）

　
【
訳
】
才
能
が
抜
き
ん
出
た
者
は
国
を
盛
ん
に
す
る
が
、
そ
れ
は
大
勢
の
知
恵

を
集
め
た
か
ら
で
あ
る
。
愚
か
な
者
は
国
を
だ
め
に
す
る
が
、
そ
れ
は
自
分
の
好

み
ば
か
り
行
う
か
ら
で
あ
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

聡
明
叡
智
、
守
之
以
愚
。
功
被
天
下
、
守
之
以
譲
。
勇
力
振
世
、
守
之
以
怯
。

富
有
四
海
、
守
之
以
謙
。

　
（
聡
明
叡
智
、
之
を
守
る
に
愚
を
以
て
せ
よ
。
功
天
下
を
被
ふ
に
、
之
を
守
る

に
譲
を
以
て
せ
よ
。
勇
力
世
に
振
ふ
に
、
之
を
守
む
る
に
怯
を
以
て
せ
よ
。
富
四

海
に
有
り
て
、
之
を
守
る
に
謙
を
以
て
せ
よ
。）

　
【
訳
】
聡
明
で
知
恵
に
長
け
て
い
て
も
、
自
分
は
愚
か
で
あ
る
と
い
う
態
度
で

あ
れ
。
功
績
が
抜
き
ん
出
て
い
て
も
、遠
慮
し
た
態
度
で
あ
れ
。
勇
猛
果
敢
で
あ
っ

て
も
、
臆
病
者
で
あ
る
と
い
う
態
度
で
あ
れ
。
大
金
持
ち
で
あ
っ
て
も
、
謙
虚
で

礼
儀
正
し
く
あ
れ
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

廟
堂
之
上
、
以
養
正
気
為
先
。
海
宇
之
内
、
以
養
元
気
為
本
。
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（
廟
堂
の
上
、
正
気
を
養
ふ
を
以
て
先
と
為
す
。
海
宇
の
内
、
元
気
を
養
ふ
を

以
て
本
と
為
す
。）

　
【
訳
】
朝
廷
に
お
い
て
は
公
明
正
大
な
気
概
が
大
切
で
あ
る
。
社
会
に
お
い
て

は
活
気
が
大
切
で
あ
る
。

　
【
原
文
（
訓
読
）】

　

務
本
節
用
則
国
富
。
進
賢
使
能
則
国
強
。
興
学
育
才
則
国
盛
。
交
隣
有
道
則
国

安
。

　
（
本
を
務
め
て
用
を
節
す
れ
ば
則
は
ち
国
富
ま
ん
。
賢
を
進
め
て
能
を
使
え
ば

則
は
ち
国
強
し
。
学
を
興
し
才
を
育
つ
れ
ば
則
は
ち
国
盛
ん
な
ら
ん
。
隣
と
交
は

る
こ
と
道
有
れ
ば
則
は
ち
国
安
か
ら
ん
。）

　
【
訳
】
財
政
の
大
本
を
盛
ん
に
し
節
約
を
旨
と
す
れ
ば
国
の
財
政
は
富
み
、
能

力
の
あ
る
賢
人
を
抜
擢
す
れ
ば
国
は
強
く
な
り
、
学
問
を
奨
励
し
て
人
材
を
育
成

す
れ
ば
国
は
栄
え
、
隣
国
と
正
し
く
交
流
す
れ
ば
国
は
安
定
す
る
。

三
、『
呉
越
銭
氏
』
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て

＊
銭
宗
保
著
「『
呉
越
銭
氏
』
的
現
代
的
意
義
」（『
呉
越
銭
氏
』
第
十
二
期
）
よ
り
訳
出

　

昨
日
銭
復
氏
（
一
九
三
五
―
中
華
民
国
の
外
交
部
長
等
を
歴
任
）
が
上
海
文
匯

講
堂
に
お
見
え
に
な
り
、『
今
世
紀
に
お
け
る
世
界
的
ジ
レ
ン
マ
、
中
国
の
伝
統

文
化
を
参
考
に
』
と
い
う
優
れ
た
見
解
を
ご
報
告
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
俞
新
天
氏

（
一
九
四
七
―
国
際
政
治
学
者
）
と
公
開
討
論
会
を
行
い
、
我
が
中
国
伝
統
文
化

の
現
代
に
お
け
る
意
義
を
詳
述
さ
れ
た
。
本
日
上
海
社
会
科
学
院
の
主
催
に
よ
っ

て
銭
復
氏
と
共
に
座
談
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
光
栄
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
呉
越
文
化
は
中
華
伝
統
文
化
の
一
部
で
あ
り
、
輝
く
光
で
あ
る
。
呉

越
銭
氏
の
子
孫
達
は
一
千
年
以
上
の
栄
光
の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
社
会

に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

呉
越
国
武
粛
王
が
建
国
し
て
以
来
、
民
衆
を
国
家
の
根
本
と
し
、
で
き
る
限
り

戦
争
を
避
け
、
領
土
に
百
年
近
く
の
相
対
的
に
安
定
を
も
た
ら
し
た
。
武
粛
王
は

遺
訓
の
中
で
、「
十
四
州
の
人
民
こ
そ
が
呉
越
の
基
本
だ
」
と
述
べ
、
人
民
の
経

済
力
を
回
復
発
展
さ
せ
て
、
東
南
沿
海
地
区
を
栄
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に

蘇
軾
は
「
治
安
が
安
定
し
、
戦
争
を
知
ら
ず
に
一
生
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
評
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
に
宋
の
高
宗
が
臨
安
に
遷
都
の
基
礎
を
築
き
、

ま
た
今
日
の
「
天
下
に
名
だ
た
る
蘇
杭
」
及
び
東
南
沿
海
地
区
の
繁
栄
の
基
礎
を

築
い
た
の
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
、
統
治
者
は
「
牧
民
」
政
策
（
民
を
農
耕
牧

畜
の
労
働
力
と
す
る
。）
を
取
っ
た
が
、
武
粛
王
は
五
代
と
い
う
動
乱
の
時
代
で

あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
民
本
」
政
策
（
民
を
国
家
の
基
本
と
す
る
）
を

取
っ
た
。
こ
れ
は
王
の
進
歩
的
な
高
く
評
価
さ
れ
る
側
面
で
あ
り
、
後
世
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

武
粛
王
は
国
家
の
統
一
を
主
張
し
、
五
代
の
動
乱
の
中
で
、
子
孫
に
「
も
し
中

国
の
君
主
が
異
姓
の
者
と
な
っ
て
も
、
し
っ
か
り
と
お
仕
え
す
る
よ
う
に
」
と
教

え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
千
年
余
り
前
の
君
主
に
忠
誠
を
尽
く
す
封
建
社
会
に
お

い
て
、
情
勢
を
推
し
量
っ
て
、
君
主
に
忠
誠
を
尽
く
す
の
で
は
な
く
、
国
家
と
国

民
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て
も
大
変
進

歩
的
な
考
え
方
で
あ
り
、今
日
に
お
い
て
も
現
実
的
指
導
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

当
然
武
粛
王
が
こ
の
よ
う
な
選
択
を
さ
れ
た
の
は
痛
み
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
遺
訓
の
中
で
子
孫
に
「
余
の
心
は
唐
の
王
室
と
共
に
あ
る
。
た
だ
運
命
に
逆
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ら
わ
な
か
っ
た
の
は
、
民
の
塗
炭
の
苦
し
み
を
救
い
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
…
し
か

し
こ
れ
は
余
が
他
人
に
言
え
な
い
苦
し
み
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
子
孫

に
は
「
君
主
に
ど
の
く
ら
い
の
徳
が
備
わ
り
、
世
の
中
の
情
勢
に
対
応
し
て
い
け

る
の
か
を
見
極
め
、
も
し
真
に
頂
い
て
よ
い
君
主
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
帰
順
す

べ
し
」
と
の
訓
戒
を
与
え
、「
民
が
最
も
尊
く
、
国
家
は
そ
の
次
で
あ
る
。
戦
乱

を
避
け
る
こ
と
が
、
民
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
な
る
。」
と
説
明
さ
れ
た
。
忠
懿

王
は
祖
先
の
意
を
報
じ
て
宋
朝
に
領
土
を
献
上
し
、
歴
史
的
模
範
と
な
ら
れ
た
の

だ
。
こ
れ
ら
の
治
国
の
教
え
は
代
々
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
も
先

進
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

武
粛
王
の
子
供
達
に
対
す
る
要
求
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
八
訓
』

と
『
遺
訓
』
の
中
で
多
く
の
指
導
を
行
い
、
そ
れ
ら
は
と
て
も
親
し
み
の
も
て
る

も
の
で
あ
る
。
忠
懿
王
は
日
常
生
活
の
注
に
基
づ
い
て
『
家
訓
』
を
確
立
し
た
。

我
々
銭
氏
は
先
王
た
ち
の
恩
恵
を
被
り
な
が
ら
、
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
先
王
が

「
我
が
家
訓
を
守
れ
ば
、
代
々
栄
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
予
言
を
実
現
し
て
き
た
。

特
に
現
代
社
会
に
お
い
て
、
軍
事
・
政
治
、
文
化
・
科
学
技
術
の
分
野
で
銭
氏
は

多
数
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
科
学
技
術
の
分
野
で
著
名
な
「
三

銭
」
の
ほ
か
に
も
、
中
国
の
両
院
（
中
国
科
学
院
と
中
国
工
程
院
）
の
院
士
の
数

は
人
口
比
率
か
ら
言
っ
て
銭
氏
が
最
多
で
あ
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、
一
昨

年
令
兄
銭
煦
宗
氏
（
一
九
三
一
―　

生
理
学
者
）
が
上
海
に
お
見
え
な
り
、
彼
が

『
銭
氏
家
訓
』
を
英
文
に
翻
訳
し
て
お
嬢
様
に
与
え
た
こ
と
に
触
れ
た
。
お
嬢
さ

ん
は
、「
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
内
容
は
、
平
素
父
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
る
教
之

と
同
じ
で
す
。」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
我
々
銭
氏

の
末
裔
は
祖
先
の
家
法
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
、
清
の
高
宗
も
そ
れ
を
信
じ
て
「
勖
（
つ
と
）
め
る
哉　

銭
氏
の
族
、
百

世　

家
風
を
守
る
べ
し
」
と
詩
に
詠
じ
た
の
で
あ
る
。『
銭
氏
家
訓
及
び
其
の
家

教
の
伝
承
』は
昨
年
上
海
非
物
質
文
化
遺
産
の
名
簿
に
入
れ
ら
れ
た
。こ
れ
は
我
々

銭
家
の
者
に
と
っ
て
励
み
に
な
る
こ
と
だ
。

　
（
筆
者
注
）
こ
の
文
章
は
銭
漢
東
会
長
の
求
め
に
応
じ
て
『
高
峰
論
壇
』
上
に

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
１
）　

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
ン
ジ
ェ
ン
・
チ
エ
ンRoger Y

onchien T
sien,

一
九

五
二
年 

―

（
２
）　
『
千
字
文
』
等
と
な
ら
ぶ
、
伝
統
的
な
中
国
の
初
学
者
用
の
学
習
書
。

（
３
）　
『
銭
氏
家
訓
』
原
文
は
銭
文
選
輯
『
銭
氏
家
乗
』（
一
九
二
四
年
序
）
収
録
の
も

の
に
よ
る
。
ま
た
訳
出
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
の
は
以
下
の
文
献
で
あ
る
。
張
仲
超

『
銭
氏
家
訓
』（
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
牛
暁
彦
『
銭
氏
家
訓
』（
北
京
理
工
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。
ま
た
、
銭
宗
保
等
主
編
『
呉
越
銭
氏
』
の
第
二
、
三
、

七
、
十
一
、
十
三
期
の
関
連
す
る
記
事
を
参
照
し
た
。


